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計 今後地域で担う役割等
病床機能の変更予定

（増床・減床を含む）
診療科や、その他の機能の変更、

見直し等の予定

藤沢御所見病院
許可
病床 56 98 154 56 98 154 ○ ○ 56 98 154

特定医療法人
グループ･プラク
ティス研究会

稼働
病床 56 98 154 56 98 154

告示･
輪番 30床 - - - - - - -

藤沢脳神経外科
病院

許可
病床

55 55 55 55 ○ 55 55

医療法人社団
清隆会

稼働
病床

55 55 55 55
告示･
輪番 - - - - - - -

クローバー
ホスピタル

許可
病床

139 31 170 106 64 170 ○ ○ ○ 106 64 170

医療法人篠原湘南
クリニック

稼働
病床

139 31 170 106 64 170 44床 58床 - - - - - - -

湘南第一病院
許可
病床

94 94 94 94 ○ ○ 94 94

医療法人湘南みら
い

稼働
病床

94 94 94 94
告示･
輪番 16床 - - - - - - -

湘南長寿園病院
許可
病床

120 120 120 120 120 120

医療法人社団湘南
シルバーサポート

稼働
病床

120 120 120 120 - - - - - - -

藤沢湘南台病院
許可
病床

267 63 330 38 229 33 30 330 ○ ○ ○ ○ ○ 27 240 33 30 330

一般財団法人
同友会

稼働
病床

267 63 330 38 229 33 30 330
告示･
輪番

19床 30床 33床 △11 ＋11 - - - - -

湘南ホスピタル
許可
病床

104 104 44 60 104 ○ ○ ○ 44 60 104

医療法人長谷川会
稼働
病床

104 104 44 60 104 輪番 37床 - - - - - - -

湘南中央病院
許可
病床

156 43 199 68 88 43 199 ○ ○ ○ ○ ○ 68 88 43 199

医療法人社団
若林会

稼働
病床

156 43 199 68 88 43 199
告示･
輪番

16床 52床 36床 - - - - - - -

ケアミックス体制は比較的安定的に機
能している上、入院患者の9割以上が高
齢者であることを考慮すれば、現在の
急性期病床数を維持したまま、今後増
加する高齢者を対象とした医療を展開
することが基調。

将来的な高齢者の増加等を鑑み、近
隣等に用地が確保できるなら、少な
くとも更に50床の増床を検討する必
要性がある(回復期リハ病棟90床ある
いは地域包括ケア病棟100床にし、回
復期病床の充足整備)。但し、現在増
床を可能とする場所は無い。

・認知症外来の新設
認知症外来は、地域の高齢化に伴
う対象者急増に対応するため。神
経内科と診療内科の医師にて編成
中。
・皮膚科外来の拡充

・24時間 急性期医療と専門性を持つ医
療の充実
・法人内及び地域の各施設の連携によ
り地域の方々の医療・保健・福祉を支
援
・高齢者に対する手術と適切な治療、
充分なリハビリテーションを積極的に
行い住み慣れた地域で生活できるよう
に支援

高度急性期は当院の医療資源投入量
3,000点以上が急性期病床数(267床)
の平均で10%を占めているので、27床
とした

高齢者の手術件数の増加と狭心
症、心筋梗塞、脳梗塞等の急性期
疾患に対する迅速な治療のため血
管造影室の改修とハイブリッド手
術室を1室増設予定。 (2019.10月
予定)

辻堂及び茅ヶ崎南東部の地域住民、施
設入居者の外来診療及び訪問診療・往
診を行い、緊急入院を受け入れるサブ
アキュート機能を維持しながら、急性
期病院からの地域包括ケア病床へのポ
ストアキュート機能も併せて行ってい
く。

療養病棟67床のうち7床を地域包括ケ
ア病床に変更、3階病棟44床をすべて
地域包括ケア病床とし病棟単位で施
設基準を取得したい。
2019年度中を予定。

主に要介護高齢者を対象とした、高齢
者特有の疾患に対する急性期医療の提
供体制を継続。また、新たな生活環境
を必要としている方については、医療
機関や施設へと繋ぐ、橋渡しの役割に
も力を入れていく。

・一般病床（急性期）の中で運用
していた地域包括ケア病床（16
床）を一般急性期病床へ切り替え
る。
【理由】
新興感染症への対応を含め、より
柔軟に急性期症状を抱える高齢者
への入院医療を提供していくた
め。病床機能は変更しない。
【時期】
2022年10月1日を予定。

・医療療養病棟は維持。
・介護保険病棟60床は2019年４月に
介護医療院に転換済

脳卒中への対応を中心とした急性期医
療の提供体制を維持

・ポストアキュート、サブアキュー
ト、在宅復帰支援に注力、地域包括ケ
アシステムの中心的な役割を担ってい
る。がん・非がんのターミナルケア、
神経難病等にも対応。
・既存の医療機能のさらなる充実を図
る

(1)療養病床3床増床(29年度病床配
分)
・2018年9月改修工事着工、11月工事
終了(施設基準届出)
・同年12月より、回復期104床(地域
包括ｹｱ病棟44床、回復期ﾘﾊ病棟60
床)、慢性期64床(療養病棟31床、特
殊疾患病棟33床)で稼働
(2)同法人の診療所の非稼働病床2床
（一般病床）を移設

2025年【病床機能】②
※下段は現状との差（②-①）
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2025年に向けた対応方針（抜粋）

地域での医療需要をデータ化、医療提
供内容の最適化を図り、職員全員が納
得する医療・介護を展開

・2020年度を目途に地域包括ケア病
棟（合計56床）への転換を実施予定
・地ケア病棟では高齢者の一般的救
急（高齢者肺炎、誤嚥性肺炎等）も
受け入れ予定
・藤沢湘南台病院、藤沢市民病院と
の連携を強化し、日常生活圏での医
療体制を整えていく。

・2018年中に脳神経内科常勤医を
確保し、認知症対策支援の取組み
可能
・2019年中に皮膚科常勤医師を確
保し、高齢者の皮膚疾患全体の取
組みが強化
・2020年中に内科及び耳鼻咽喉科
常勤医師を確保

湘南東部地区　公・民プラン状況一覧

上段　医療機関名

下段　開設者名

現状【病床種別】
現状(2021年)

【令和３年度病床機能報告】①
現状【指定・届出等】

資料２別紙
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計 今後地域で担う役割等
病床機能の変更予定

（増床・減床を含む）
診療科や、その他の機能の変更、

見直し等の予定

2025年【病床機能】②
※下段は現状との差（②-①）
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2025年に向けた対応方針（抜粋）

上段　医療機関名

下段　開設者名

現状【病床種別】
現状(2021年)

【令和３年度病床機能報告】①
現状【指定・届出等】

湘南太平台病院
許可
病床

38 44 82 16 66 82 ○ ○ ○ 22 57 79 ●

医療法人社団
正拓会

稼働
病床

38 44 82 16 66 82 輪番 - - ＋6 △9 - - △3

山内病院
許可
病床

99 99 38 8 53 99 ○ ○ 23 23 53 99 ● ●

医療法人山内龍馬
財団

稼働
病床

99 99 38 8 53 99
告示･
輪番 - △15 ＋15 - - - - 配分済

8床

湘南藤沢徳洲会
病院

許可
病床 419 419 138 281 419 ○ 147 272 419 ● ●

医療法人徳洲会
稼働
病床 419 419 138 281 419

告示･
輪番 ＋9 △9 -

湘南慶育病院
許可
病床

30 200 230 30 150 50 230 ○ ○ ○ 30 150 50 230

医療法人社団
健育会

稼働
病床

30 200 230 30 150 50 230 告示 50床 100床 - - - - - - -

茅ヶ崎中央病院
許可
病床 100 100 100 100 104 100 272 476 ● ● ●

医療法人社団
康心会

稼働
病床 100 100 100 100 - ＋4 ＋100 ＋272 - - ＋376

配分済
100床
移動
276床

地域医療から回復期リハビリテーショ
ン、慢性期医療に至るシームレスな医
療を提供する。

・地域包括ケア病棟50床のうち20
床の病床種別を療養病床から一般
病床に種別変更を行う。
【理由】
・令和４年の診療報酬改定に対応
するため。
・変更後も現在提供している急性
期医療からリハビリテーション医
療までのシームレスな医療体制に
変更はなく、病床機能の変更もな
い。
【時期】
2022年9月以降

地域に果たしている内科急性期入院患
者と障害者入院患者の病床を確保した
うえで、それ以外の病床（回復機能）
を持つことにより、地域の急性期病床
の受け皿病院として連携に貢献してい
く。

地域に必要とされる回復期機能を提
供するために一般病床を8床増床、23
床を地域包括ケア病床に転換。
・2019.3月 新棟完成（補助金活用）
・2019.5月 地域包括ケア病床稼働

地域包括ケア病床稼働に伴い、整
形外科におけるリハビリテーショ
ンを充実させる。

・減少が予想される年少・生産年齢人
口、2025年以降も増加が予想される65
歳以上の人口、さらに、全国平均を大
きく上回る介護の需要予測指数、これ
らを踏まえながら循環器、呼吸器、救
急の受入の強化が必要と考えていま
す。
・また県内の他の医療圏と比べ小児科
病院数が少ない当医療圏では、これま
で以上に小児科の機能充実が必要と考
えられます。合わせて、病児保育、病
後児保育の機能、ならびに小児レスパ
イトケアの機能への取り組みも必要と
考えます。

・2018年のプラン提出から一部病床
機能の変更を実施（2019年７月１日
付け）。HCU13床をICU12床へ変更し
たことにより、現在の病床機能区分
は高度急性期138床、急性期281床と
なっている。
・現在、ICUからの転棟先は一般病棟
のみとなっており、病棟スタッフに
も集中的・専門的なケアが求められ
ることがある。医療安全、スタッフ
の業務軽減のため、ステップダウン
ユニットとしてHCU（最大９床程度）
の設置が必要と考えており、変更時
期は2020年度を予定しているが、看
護師等スタッフの確保により時期は
多少前後することがあり得る。

①急性期機能と救急医療の提供
②回復期リハ病棟にて、早期から維持
期までのリハビリテーションの提供
③超高齢化社会の中で、長期療養を要
する患者への充実した医療・看護ケア
の提供
④在宅サービスとの連携による地域包
括ケアの推進

・現在、平成27年度病床整備事前協
議において配分した療養病床100床に
ついて二期工事中（令和４年12月竣
工予定）

＜令和５年１月＞
【従前からの計画】
・茅ヶ崎新北陵病院より、124床の移
設と100床の新規増床により、急性期
100床から324床（急性期104床、回復
期100床、慢性期100床）へ増床
（透析センター（コンソール18台⇒
25台）、リハビリテーションセン
ターの拡張（700㎡））
・これにより、急性期から回復期、
慢性期までの一環した治療が中心市
街地の一医療機関にて提供できる

＜令和７年初頭（令和６年度）＞
【昨年示された新たな計画】
・隣接地である茅ヶ崎第一駐車場
の跡地土地利活用事業の優先交渉
権者として採択されたことを踏ま
え、三期工事を令和４年９月頃開
始、令和６年末頃竣工予定

・茅ヶ崎新北陵病院より152床の移
設により、３病棟を開設し、324床
から476床へ増床予定
・新病棟には、感染症対策病室を
設置し、感染対応を強化予定
・新病棟にて、神経難病への対応
を強化予定

今後地域における回復期機能を担う

2020～21年に、地域に不足する回復
期機能を提供するため、回復期（地
域包括ケア病棟）に変更予定。
→　令和３年に16床を慢性期から回
復期（地域包括ケア病床）に変更。
残り６床は令和４年に変更予定

・一般病床の３床を返還
【理由】
・返還予定の３床は個室であり、
一般病床のフロアとは別の階にあ
るため令和元年１月より使用実績
がない。フロアが異なるため職員
の目が充分に届かないという課題
があり、今後も利活用が困難であ
るため返還する。
【時期】
・2022年９月

2018年度～

現在工事中

- 2 -
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計 今後地域で担う役割等
病床機能の変更予定

（増床・減床を含む）
診療科や、その他の機能の変更、

見直し等の予定

2025年【病床機能】②
※下段は現状との差（②-①）
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2025年に向けた対応方針（抜粋）

上段　医療機関名

下段　開設者名

現状【病床種別】
現状(2021年)

【令和３年度病床機能報告】①
現状【指定・届出等】

茅ヶ崎新北陵病院
許可
病床 168 108 276 58 218 276 ○ 0 0 0

医療法人社団
康心会

稼働
病床 168 108 276 58 218 276 58床 - - △58 △218 - - △276

△4
- - -

・急性期から緩和医療までの医療を担
う総合病院として、単なる総合病院で
なく専門性の高い診療科を有する病院
を構築したい。すなわち、湘南地区で
発病した脳疾患、心疾患、呼吸器疾患
等の患者さんを救急センターで受け入
れて診察し、その専門性の高い診療科
で診断から治療まで行う、いわゆる地
域完結型総合医療を目指します。
・患者さんは自分の居住地域で十分な
医療を受けることができる。そして、
その後、在宅医療への展開など、地域
に密接に関連した役割を担ってまいり
ます。

・2020年３月　21床減床
　当グループ茅ヶ崎中央病院立替え
工事に伴い病床移動していた21床分
を開設に伴い返還する。

・71床(急性期)の増床
　病床配分があった場合には71床を
予定している。

・肝臓専門医に加えて、後期研修
医、肝臓専門医1名を招聘し、肝臓
病センターとして診断と治療、外
来通院を一本化した診療科を目指
す。臨床研究のため研修を、専門
病院として高レベルの診療を行う
ためにFibroscanや脂肪測定CAPを
搭載した超音波機器の導入（二年
間で償還）とそれらを駆使できる
専門医が認定する検査技師を肝臓
病センター特別枠として採用す
る。これからはウイルス肝炎の僕
別とともに肝細胞がんの薬物治療
の時代となるため、より画像診
断、化学療法のProfessionalが必
要で、神奈川県では突出した診療
科を作ることは容易である。さら
に、公益財団法人ウイルス研究財
団の後押しも可能であり、他施設
とは異なるユニークな診療科を構
築することができる。
・脳神経センターとして脳外科及
び脳神経内科の体制を充実させる
ことで脳卒中（t-PA治療）等への
対応できる体制の見直しを予定
（2019年度以降）
・心臓血管外科スタッフの加入に
伴い、グループ内心臓専門病院と
当院の循環器内科との連携によ
り、質の高い循環器及び心臓疾患
の治療を予定している(2019年度以
降)

●

△13 - ＋174 227 40 12 283

227 40 12 283 ○ ○

告示 32床 40床

○

医療法人社団
康心会

稼働
病床 243 40 44 327

・急性期医療機関との連携をより一層
図り、急性期治療の後、地域における
後方病院としての役割を慢性期病床で
担う。

・自院が運営する居宅介護支援事業、
訪問看護、訪問介護、訪問リハビリ等
の在宅サービスをさらに充実させて、
地域包括ケアシステムの中で、医療と
介護の両サービスをシームレスに提供
する。

・精神病床を有することにより、今後
ますます増加する認知症の高齢者を受
け入れるとともに、合併症への対応を
充実させる.

＜令和５年１月＞【従前からの計
画】
茅ヶ崎中央病院の二期工事完了後、
１月に124床を茅ヶ崎中央病院へ移設
し、残る152床（一般44床、療養108
床）で慢性期機能を継続。

＜令和７年初頭（令和６年度）＞
【昨年示された新たな計画】
茅ヶ崎中央病院の三期工事完了
後、残る152床を全て移設

＜令和７年夏頃＞
・茅ヶ崎新北陵病院内の改修工事
を経て、２階３階に湘南さくら病
院（精神単科病院）より、精神病
床156床を移設、4階５階に介護老
人保健施設ふれあいの丘を移転
・現在、周辺住民が利用されてい
る、外来診療機能及び介護保険に
よる在宅サービス機能は継続する
計画。茅ヶ崎新北陵病院の工事期
間中も周辺住民が継続してご利用
できるように、現在行政機関と調
整中。

＜参考＞
茅ヶ崎新北陵病院で行われている
外来診療内科
⇒整形外科、歯科　等
茅ヶ崎新北陵病院で行われている
在宅事業
⇒通所リハビリ、訪問看護、訪問
リハ、訪問介護、居宅介護支援

214 40 29 283湘南東部総合病院
許可
病床 243 40 44 327 4
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計 今後地域で担う役割等
病床機能の変更予定

（増床・減床を含む）
診療科や、その他の機能の変更、

見直し等の予定

2025年【病床機能】②
※下段は現状との差（②-①）

機
能
変
更
あ
り

う
ち
過
剰
な
病
床
機
能

へ
の
転
換

う
ち
増
床

2025年に向けた対応方針（抜粋）

上段　医療機関名

下段　開設者名

現状【病床種別】
現状(2021年)

【令和３年度病床機能報告】①
現状【指定・届出等】

長岡病院
許可
病床

222 222 222 222 ○ 162 56 218 ●

特定医療法人社団
湘南健友会

稼働
病床

222 222 222 222 - - - △60 - ＋56 △4

茅ヶ崎徳洲会病院
許可
病床

132 132 132 132 ○ ○ ○ 124 8 132 ●

医療法人徳洲会
稼働
病床

132 132 132 132 告示 8床 - △8 ＋8 - - - -

寒川病院
許可
病床

99 99 99 99 ○ ○ ○ 99 99

宗教法人寒川神社
稼働
病床

99 99 99 99 告示 19床 - - - - - - -

村田会湘南大庭病
院

許可
病床

80 80 40 40 80 ○ 41 50 91 ●

医療法人社団村田
会

稼働
病床

80 80 40 40 80 40床 - - ＋1 ＋10 - - ＋11

許可
病床

2,095 1,153 44 0 3,292 180 1,353 639 1,076 0 3,248 13 3 11 6 7 2 174 1,323 711 1,088 0 56 3,352

稼働
病床

2,095 1,153 44 0 3,193 180 1,353 639 1,076 0 3,328 67床 286床 325床 △6 △30 ＋72 ＋12 - ＋56 ＋104

公的医療機関

藤沢市民病院

許
可
病
床

530 6 536 315 215 530 ○ 460 70 530 ●

藤沢市

稼
働
病
床

530 6 536 315 215 530

救命
救急

C
告示

＋145 △145 - - - - -

茅ヶ崎市立病院

許
可
病
床

401 401 109 292 401 ○ ○ 109 292 401

茅ヶ崎市

稼
働
病
床

401 401 109 292 401 告示 - - - - - - -

許可
病床

3,026 1,153 44 6 4,229 604 1,860 639 1,076 0 4,179 15 3 11 6 7 3 743 1,685 711 1,088 0 56 4,283

稼働
病床

3,026 1,153 44 6 4,130 3床 11床 6床 ＋139 △175 ＋72 ＋12 - ＋56 ＋104

・地域の基幹病院として急性期医療を
担ってきた。この先も急性期病院とし
ての役割を果たすことが期待されてい
ると判断している。
・救急患者の受入体制を整えるため、
救急医療部門の拡張を進め、救急診察
室の増設、観察室の拡張、救急専門医
師の配置、消防との連携による救急
ワークステーションの設置を目指して
いる。

・2017～2018年度：別棟建設工事
着手（2019～2020年度に別棟完
成）
・2019～2020年度：本館内改修工
事着工（内視鏡室の拡充、救急医
療の充実のため）
・2021～2023年度：工事終了
・口腔外科や形成外科の開設を目
指し、患者の利便性を高める

湘南東部
民間・公的　合計

・回復期病床ではリハビリ機能を更に
強化し、スムーズな在宅復帰を支援し
ます。また在宅復帰が困難で長期の医
療行為が必要な患者であっても、慢性
期病床の特性を活かし、最後まで住み
慣れた地域で安心して生活していける
よう地域包括ケアシステムの構築に寄
与したいと考えております。

・同法人の有床診療所（村田会湘南
台内科クリニック：回復期病床11
床）にて運用している病床の全てを
村田会湘南大庭病院へ移転し、回復
期病床及び慢性期病床として運用す
る
【理由】
・以前も当法人クリニックから病床
を移転したが、予想以上に回復期及
び慢性期病床対象患者の紹介が多
く、40床の慢性期病床では地域の医
療ニーズに応えることができないた
め増床を希望する
【時期】
・2022年10月頃

湘南東部
民間　計

・急性期病床を持つ公立・公的医療機
関に求められる診療機能（がん、心疾
患、脳卒中、救急、小児、周産期、災
害、へき地、研修・派遣機能）のう
ち、それぞれの地域の医療需要等を勘
案した中で、地域の民間医療機関では
担うことのできない機能に取り組む、
・平均在院日数の短縮や紹介・逆紹介
等地域医療機関との機能分化・連携強
化の取組を進める。

急性期医療・回復期・在宅診療の切れ
目のない医療を展開出来る体制を確立
し、超急性期からの受入れも積極的に
行い、総合的な診療、認知症対策、予
防医療、地域連携、行政や医師会との
連携強化を含む地域包括ケアシステム
の中心的な役割を担う

急性期から回復期・慢性期・在宅
と切れ目のない医療を展開するた
めにも、現在の病床に加え慢性期
の病床を40床程度増床したい

引き続き、連携を強化し、ポストア
キュート、サブアキュートを担う病院
を目指す。
医療と介護の連携拠点となる。

・安心して過ごせる看取りの環境
・レスパイトや緊急入院の受け入れ等
による在宅医療のバックアップ

○移転に合わせ、介護療養病床から
介護医療院への転換（2022年５～６
月頃）
○併せて、療養病床４床返上予定2022年度

時期未定

時期未定
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